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営業外損失の発生及び平成 23 年３月期第２四半期業績予想との 

差異の発生に関するお知らせ 

 

当社は、平成 23 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30

日）におきまして、営業外損失が発生することになりましたのでお知らせいたします。また、平

成 22 年５月 14 日に公表いたしました平成 23 年３月期第２四半期累計期間（平成 22 年４月１日

～平成 22 年９月 30 日）の連結業績予想及び個別業績予想に差異が発生することになりましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 営業外損失の発生 

当社はシンジケートローンによる借入れを実行し、海外子会社に対して円建てで設備投資

資金を貸付けております。このため、昨今の急激な円高の影響により、当第２四半期連結

累計期間におきまして、連結決算に為替差損２億３百万円が発生することとなりました。 

なお、これは平成 23 年３月期第２四半期末時点での為替相場による評価換算差損であり、

通期の為替差損の額は、平成 23 年３月期末の為替相場により変動いたします。 

 

 

２．業績予想との差異 

 

① 平成 22 年３月期第２四半期連結業績予想数値との差異 

（平成 22 年４月 1日～平成 22 年９月 30 日） 

 

                               (単位：百万円・％) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 11,000 △200 △300 △314 △22.47 

今回実績(Ｂ) 11,854 △154 △465 △592 △42.42 

増減額(Ｂ－Ａ) 854 46 △165 △278 － 

増減率(％) 7.8 － － － － 

(ご参考) 

前期第２四半期実績 

9,696 76 46 △26 △1.91 

 

 

 



② 平成 22 年３月期第２四半期個別業績予想数値との差異 

（平成 22 年４月 1日～平成 22 年９月 30 日） 

 

                               (単位：百万円・％) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 6,300 0 40 35 2.50 

今回実績(Ｂ) 6,818 244 316 193 13.81 

増減額(Ｂ－Ａ) 518 244 276 158 － 

増減率(％) 8.2 － 690 451 － 

(ご参考) 

前期第２四半期実績 

5,669 △83 42 23 1.70 

 

３．差異発生の理由 

 

（連結） 

売上高につきましては、引き続き需要が好調なカーエレクトロニクス関連及びホームアプライアンス

関連並びに通信・事務機器関連を中心に各分野から予想を上回る受注があったことから、平成 22 年 

５月 14 日に公表（以下「前回公表」という）いたしました業績予想に比べ８億 54 百万円増収の 

118 億 54 百万円となりました。 

営業損益につきましては、売上高の増収効果及びグループ挙げての製造原価低減活動や販売費及び一

般管理費の圧縮等の継続により、前回公表いたしました業績予想に比べ 46 百万円改善の１億 54 百万円

の営業損失となりました。 

経常損益につきましては、営業損益の改善はあったものの、予想を遥かに超える円高の進展により多

大な為替差損が発生し、また持分法適用会社の損益が悪化したことから、前回公表いたしました業績予

想に比べ１億 65 百万円減益の４億 65 百万円の経常損失となりました。 

四半期純損益につきましては、特別損失に資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を計上したこと

等から、前回公表いたしました業績予想に比べ２億 78 百万円減益の５億 92 百万円の四半期純損失とな

りました。 

 

（個別） 

売上高につきましては、エコカー減税等の効果により需要が堅調なカーエレクトロニクス関連やエコ

ポイント制度の継続で引き続き需要が好調なホームアプライアンス関連を中心にその他の分野からの

受注も予想を上回ったことから、前回公表いたしました業績予想に比べ５億 18 百万円増収の 68 億 18

百万円となりました。 

営業利益につきましては、売上高の増収効果及び製造原価低減活動や販売費及び一般管理費の圧縮等

の強化により、前回公表いたしました業績予想に比べ２億 44 百万円増益の２億 44 百万円の営業利益と

なりました。 

経常利益につきましては、営業利益の増加や支払利息の減少等により、前回公表いたしました業績予

想に比べ２億 76 百万円増益の３億 16 百万円の経常利益となりました。 

四半期純利益につきましては、特別損失に資産除去債務会計基準に伴う影響額を計上したものの、営

業利益、経常利益の増益により、前回公表しました業績予想に比べ１億 58 百万円増益の１億 93 百万円

の四半期純利益となりました。 

 

なお、第３四半期以降の業績の見通しにつきましては、当第２四半期累計期間におきまして売上高、

営業利益が予想を上回る額で推移していること及び国内・海外とも景気や為替の動向が不透明であるこ

とを鑑み、今後の動向を慎重に見極めたく、現時点におきましては通期の業績修正は行わず、据え置い

ております。今後、業績予想の修正が必要なことが判明いたしました場合には、速やかに公表させてい

ただきます。                                    以 上 


